
福祉社会開発研究科 社会福祉学専攻博士課程  

□授与学位：博士（社会福祉学） 

□標準修業年限：3年 

□入学定員:8名 

１．専攻の３つのポリシー  

◆アドミッションポリシー  

社会福祉に関連する分野における基礎的な研究能力を身につけており、さらに社会福祉分野における専門

研究者としての研究力、指導力を身につけたい人を受け入れます。  

◆カリキュラムポリシー  

以下の通り、社会福祉理論・歴史特別研究、社会福祉政策・計画論特別研究、社会福祉実践・援助論特別

研究により教育課程を編成し、実施します。 

社会福祉理論・歴史特別研究  

社会福祉の歴史的発展を踏まえつつ、21世紀の新たな福祉問題（対象論）に応えうる社会福祉理論（社会

福祉発達史論及び福祉社会論を含む）の構築を目指して「社会福祉理論・発達史」を内容とする研究の開発

と指導を行います。  

社会福祉政策・計画論特別研究  

グローバル化とローカル化が同時進行するなかで、現代の福祉問題の多くは、解決の「場」をローカリズ

ムに求めています。新たな福祉問題（人口高齢化と少子化、貧困と格差拡大、社会的排除と孤立他）に対応

できる、社会福祉の政策と計画の側面に焦点化した制度政策研究と理論研究を結合した研究の開発と指導を

行います。「地域福祉実践」「社会福祉運営管理」「社会老年学・高齢者福祉論」「公的扶助・社会保障論」では、

わが国の社会福祉政策の歴史的展開、近年の社会福祉制度改革と計画化の動向を踏まえた上で、地域における政

策と計画に焦点化した研究の開発と指導を行います。

社会福祉実践・援助論特別研究 

様々な新たな福祉問題にアプローチし、問題解決に向けた社会福祉の実践・援助の方法及び技術研究と理論研

究を結合した研究の開発と指導を行います。「社会福祉方法論」では、従来ソーシャルワークが提示してきた理論

枠組みを整理した上で、実践理論のアセスメント及びインターベンションのあり様を実証的に検証する等、研究

の開発と指導を行います 。 

その他、近年の新たな動向として認知症高齢者や要介護高齢者、そして多様な障害者他の地域生活支援や評価

への社会福祉実践およびその支援方法が求められていることに対応 し、「ケアマネジメン卜実践論」「福祉教育

論」「福祉住環境論 」「家族福祉論」「ジェンダーと社会福祉」「障害者福祉論」「障害者支援論」「障害者スポーツ

論」「司法福祉論」「精神保健福祉論」「社会福祉人材養成論」を内容として、研究の開発と指導を行います。  



◆ディプロマポリシー  

次に該当する者に博士（社会福祉学）の学位を授与します。  

知識・理解  
• 生活・福祉課題や福祉現場が直面する問題の背景にある諸要因を構造的に理解できる。 
• 社会福祉に関する高度な専門的知識をはじめ、医療や保健など関連領域に関する専門的知識を理

解できる。 
思考・判断  

• 自他の研究成果を批判的・建設的に検討することを通して、新たな研究上の分析枠組みや政策

上・実践上の新たな視点を導くことができる。 
技能・表現  

• 課題や問題の把握において、高度な分析手法や鋭敏な考察力を駆使できる。 
• 最新の知識や理論を踏まえ、独創的な視点での研究論文を作成できる。 

態度  
• 研究者として自立して研究活動や学会活動ができる。 
• 社会福祉の実践や研究・教育において中核的な役割を担うことができる。 
• 社会福祉および関連領域の研究者として求められる倫理的配慮ができる。 

 

２．専攻の概要 
社会福祉学専攻 博士課程は、社会福祉に関する研究、教育の中心的な担い手となる専門研究者およ

び高度な研究力、指導力を備えた社会福祉現場における専門職業従事者の育成を目的としています。社

会福祉に関する「理論・歴史」「政策・計画論」「実践・援助論」の専門的な研究指導を通じて、社会福

祉の専門研究者として自立して研究を進めることができる高度な研究力および指導力を身につけること

を目標としています。 
本専攻は、授業科目を「社会福祉理論・歴史特別研究」「社会福祉政策・計画論特別研究」「社会福祉

実践・援助論特別研究」の 3つの領域で構成しています。 

授業科目 

   調査・研究法に関する基礎的な科目で、社会科学における量的・質的研究の方法の概要について解説

する「福祉社会開発研究方法論特講」 2単位 選択科目 オンデマンド 

   福祉・医療・介護・開発をはじめ幅広い分野を対象に、政策・実践の両面からアプローチし、問題を 

解決する上での政策枠組み・地域志向の視点・社会開発の方法など幅広い視点から、高度で専門性の高  

い内容について、本学客員教員を中心とした著名な教授陣により展開する、「福祉社会開発政策・実践論 

特講」 2単位 選択科目 対面集中（単位認定申請科目）を開講します。 

  特別研究指導科目 社会福祉特別研究 

   社会福祉の歴史的展開を踏まえつつ、21世紀の新たな福祉問題（対象論）に応えうる社会福祉理論

（社会福祉発達史論及び福祉社会論を含む）の構築を目指して「社会福祉理論・発達史」を内容とする

研究の開発と指導を行います。 

 

３．修了要件   
本課程に 3年以上在学し、必要な研究指導・論文執筆指導を受けた上、博士学位請求論文等の提出によ 

る博士学位授与申請をおこない、博士学位授与に関する審査に合格することを修了要件とする。  
 

４．研究・論文執筆  
  
１） 本課程の求める研究・論文の水準  

博士課程では、修士課程と異なり、入学時から指導教員が決定され、院生の研究テーマに関する研究

指導と論文執筆指導に重点を置いた、より個別的な指導を中心に行います。  



研究の質的な取組みの面でいえば、博士課程における研究と論文執筆は、修士課程におけるそれと

は、その質的水準において大きな相違があるといえます。  

修士課程では、研究の進め方・研究方法等についての学習、関連分野における基礎理論・方法論、ま

た実践・ケーススタディ等についての基礎的学習に取り組みつつ、自身の研究テーマとその目的・意義

の明確化を図りながら、研究テーマで扱う領域・分野における問題・課題について、先行研究に学び、

また自らの調査や実証的研究活動を進めつつ、自らの新たな視点・発見、仮説や手法等への期待や限界

そして残された研究課題等を、一貫性ある論旨の展開のなかで研究成果として修士論文にまとめたはず

です。  

博士課程においては、修士課程で培った研究力量とそこで得た研究成果を基礎に、自らの新たな視 

点・発見、仮説や手法等への期待等について、更に、調査・研究を深めながら、体系的かつ理論的・方

法論的な考察を加え、先行研究・手法の限界を明らかにしつつ自らの研究を先行研究としての水準にま

で高めたオリジナリティある公開前提の学術論文として完成させなければなりません。  

※博士学位の授与は、一般的には、指導教員を含めた本課程教員・研究者と同等の水準において研究 

を進められる人物として認定されることからも、学位申請者には、極めて高い学識・能力と業績を

備えることが求められています。  
  

５．指導体制・履修等  

１） 指導体制  

福祉社会開発研究科の 3 専攻は、複数指導体制(主指導教員 1 名・副指導教員 1 名)を制度化していま

す。副指導教員は、院生の研究テーマや領域を踏まえ、前期に決定されます。  
指導の目安は、主指導教員は月 1 回以上、副指導教員は 2 ヶ月に 1 回以上の指導を一応の目安とし

ます。また、主指導教員と副指導教員の役割等は次のとおりです。  

a. 指導は主指導教員が主導し、副指導教員は指導教員の主たる指導を十分踏まえた上で指導に当

たる。  
b. 指導教員と副指導教員は適宜、当該指導院生の指導についての打合せを持つ。  

c. 副指導教員は、行なった指導について、適宜、指導教員に報告を行う。  
  
２） 履修について  

  指導教員の研究・論文執筆指導を通算 3 年以上、受けなければなりません。(修了要件のひとつ) な  

  お、指導教員が必要と認めたときは、修士課程の授業科目を「特別聴講」として履修することができ 

ます。但し、この｢特別聴講｣は、定期試験の受験は認められず、成績評価や単位認定も行われません。  
    



６．博士学位授与のプロセス  
□申請資格：次の要件をすべて満たす者。  

①本研究科博士課程の 2 学年次以上に在学し、必要な研究指導を受けて 

いること。  
②本研究科への入学後から論文執筆資格審査の申請までに、学位論文に    

関連した業績（国内外のレフリー制を有する学術専門誌等に掲載された  

1 編以上の論文。論文は、掲載予定のものを含む。）があること。  
③申請について指導教員の承諾を得ていること。   

□申請書類：  
①論文執筆資格審査申請書  
②論文執筆計画書  
③申請資格要件②を満たす業績  
④論文掲載予定証明書 ※該当者のみ  
⑤研究業績一覧およびその概要  
⑥その他研究科で必要と認めるもの  

 

□申請資格：次の要件をすべて満たす者。  
①論文執筆資格審査に合格していること。  

②本研究科博士課程在籍者については、3 年次以上に在学し、第 1 次審査申  

請日の属する学期末までの通算在学期間が 6 年以内であること。  
本研究科博士課程を満期退学した者については、最初に博士課程に入学した日   

から学位申請のために再入学した日の属する学期末までの期間が 6 年以内(休学   

期間含まず)であること。  

③本研究科への入学後から第 1 次審査の申請までに、国内外のレフリー制を   

有する学術専門誌等に掲載された２編以上の論文（掲載予定のものを含む）  

があること。ただし、この 2 編のうち 1 編は、論文執筆資格審査の申請  

にあたって提出した「学位論文に関連した業績」をもってあてることが  

できるものとする。  

④第 1 次審査の申請について指導教員の承諾を得ていること。  

□申請書類：  
①第 1 次審査申請書  
②学位請求予定論文  
③学位請求予定論文要旨（和文・英文）  
④博士論文目録  
⑤申請資格要件③の業績  
⑥論文掲載予定証明書 ※該当者のみ  
⑦研究業績一覧およびその概要   
⑧その他第 1 次審査の参考となる資料  

  
□申請資格：次の要件をすべて満たす者。   

①学位授与第 1 次審査に合格していること。  
②本研究科博士課程在籍者については、3 年次以上に在学し、博士学位授与申請  

日の属する学期末までの通算在学期間が 6 年以内であること。  
本研究科博士課程を満期退学した者については、最初に博士課程に入学した日 

から学位申請のために再入学した日の属する学期末までの期間が 6 年以内(休学 

期間含まず)であること。  

③学位申請について指導教員の承諾を得ていること。  
□申請書類：  

①博士学位授与審査申請書  
②博士学位請求論文  
③博士学位請求論文要旨（和文・英文）  
④博士学位請求論文および博士論文要旨（和文・英文）の電子データ  
⑤博士論文目録  
⑥研究業績一覧およびその概要  
⑦履歴書  
⑧誓約書  
⑨博士学位請求論文に関する論文の別刷またはコピー  
⑩博士論文のインターネット公開に関する承諾書   

ＳＴＥＰ３ （３年次以降）  
【博士学位授与審査】  

  申請  合否通知  

春 期※  ７月  ９月  

 秋 期  １月  ３月  
※春期は４年次以上のみ申請可能です。  



 

７．研究指導と審査の流れ  
 

年次  時期  事  項  対象  概  要  

１  
  

年  
  

次  

４月  研究指導開始      

５月  研究計画書提出  1･2 年次 指導教員の研究・論文指導を受け、研究計画を練り上げる。  

９月  小論文・自己評価票提出  全年次 

共 通 

【小論文】  
毎年１回の研究成果のまとめと、学会誌等への論文発表を奨励する

ために行うもので、①日本福祉大学大学院『福祉社会開発研究』の

「論文」執筆要領に基づき執筆されたものか、②学会誌、研究誌への

投稿論文（投稿予定論文を含む）のいずれかを提出すること。  
【自己評価票】  
年度の中間時期に、各院生の研究と論文執筆の進捗や指導状況、

学位授与申請の見通し等について把握・確認するためのものである。  

１０月  論文構想発表会  全年次 

共 通 

指導教員の他、本研究科教員の出席のもとで開かれる。研究や論文

執筆に関する進捗状況を報告し、幅広く教員や他の院生からの評価

や助言・指導を受けられる機会として用意されている。  

２月  年次研究報告書提出  全年次 

共 通 

研究と論文執筆の進捗について報告するもの。「研究テーマ」「研究の

経過・到達点・課題」「当該年度の研究業績」等について記入する。

(記入項目は適宜追加してください。)  

２  
  

年  
  

次  

５月  研究計画書提出  1･2 年次 (１年次参照)  

９月  小論文・自己評価票提出  全年次 

共 通 
(１年次参照)  

１０月  論文構想発表会  全年次 

共 通 
(１年次参照)  

１１月  ◇博士論文  
【執筆資格審査】《秋期》  

申請者 

◆2 年次後期以降、要件を満たせば申請できます。以後(3 年次以降) 
は、年度毎に 2 回(5 月・11 月)に申請を受付けます。  

【申請要件概略】 ※詳細は別途確認してください。  
○博士課程第２学年以上に在学している。  
○本研究科への入学後から申請時までにレフリー制を有する学術専 
門誌等に、１編以上の論文を公表している。  

【審査内容】  
○論文審査 ○口述試験等…  

２月  年次研究報告書提出  全年次 

共 通 
(１年次参照)  

３  
  

年  
  

次  

５月  

◇博士論文 【執筆資格審査】《春期》  
申請者 (２年次参照)  

博士論文執筆計画書提出  3 年次 
以 降 

※３年次５月の執筆資格審査に申請した者は提出を免除。  

９月  

小論文・自己評価票提出  全年次

共 通 

(１年次参照)  
※３年次９月の第１次審査に申請する者は提出を免除。  

□博士学位授与  
【第１次審査】《秋期》  

申請者 

◆3 年次後期以降に、要件を満たせば申請できます。  
以後(4 年次以降)は、年度毎に 2 回(4 月・9 月)に申請を受付けます。  
【申請要件概略】  ※詳細は別途確認してください。  
○執筆資格審査に合格している。  
○博士課程に３年以上在学（在学見込も含む）している。  
○本研究科への入学後から申請時までにレフリー制を有する学術専

門誌等に、２編以上の論文を公表している。  
但し、うち１編は執筆資格審査時の業績をもってあてることができる。   
【審査内容】  
○論文審査 ○口述試験  
※その他、審査委員会の判断により、研究業績に関わる筆記試験・外

国語試験を実施する場合がある。  



 
年次  時期  事  項  対象  概  要  

３  
  

年  
  

次  

１０月  論文構想発表会  全年次 

共 通  
(１年次参照)  
※３年次９月の第１次審査に申請した者は発表を免除。  

１１月  
◇博士論文  

【執筆資格審査】《秋期》  申請者  (２年次参照)  

１２月  
博士学位請求予定論文  
【公開発表会】《秋期》  

第 1 次 

審査 

合格者  

第 1 次審査《秋期》の合格者による発表と、質疑応答を公開して

実施する。（博士課程 4 専攻の合同開催）  

１月  ■【博士学位授与審査】  
《秋期》  

申請者  

【申請要件概略】  ※詳細は別途確認してください。  
○第１次審査に合格している。  
○博士後期課程に３年以上在学している（在学見込も含む）。  
  
【審査内容】  
○論文審査  
○最終試験（口述試験）等…  

２月  年次研究報告書提出  全年次 

共 通  
(１年次参照)  
※当該年度後期に学位授与申請した者は提出を免除する。  

４ 
 
年 
 
次 
 
以 
 
降 

４月  □博士学位授与  
【第１次審査】《春期》  

申請者  (３年次参照)  

５月  

◇博士論文  
【執筆資格審査】《春期》  

申請者  (２年次参照)  

博士論文執筆計画書提出  全年次 

共 通  ※当該年度５月の執筆資格審査に申請した者は提出を免除。  

６月  
博士学位請求予定論文  
【公開発表会】《春期》  

第 1 次 

審査 

合格者  
(３年次参照)  

７月  ■【博士学位授与審査】  
《春期》  

申請者  (３年次参照)  

９月  

小論文・自己評価票提出  全年次 

共 通  
(１年次参照)  
※当該年度９月の第１次審査に申請する者は提出を免除。  

□博士学位授与  
【第１次審査】《秋期》  

申請者  (３年次参照)  

１０月  論文構想発表会  全年次 

共 通  
(１年次参照)  
※当該年度９月の第１次審査に申請した者は発表を免除。  

１１月  ◇博士論文  
【執筆資格審査】《秋期》  

申請者  (２年次参照)  

１２月  博士学位請求予定論文  
【公開発表会】《秋期》  

第 1 次 

審査 

合格者  
(３年次参照)  

１月  ■【博士学位授与審査】  
《秋期》  

申請者  (３年次参照)  

２月  年次研究報告書提出  
全年次 

共 通  
(１年次参照)  
※当該年度後期に学位授与申請した者は提出を免除する。  

  
※太字表示は、博士学位授与に関わる諸審査。  

  



８．博士学位授与にかかわる諸審査  

□博士論文【執筆資格審査】  
１．博士論文執筆資格審査の目的・位置づけ  

社会福祉学専攻博士課程２年生、および３年生以上で博士論文執筆資格審査を受けていない、また

は合格していない学生を対象に、本人の申請に基づき、学位請求論文の構成、研究進捗状況等につい

て審査することにより、原則として博士論文執筆資格申請から１年以内に学位請求論文を仕上げ、学

位申請できる見込みがあるかどうかについて判定する。  
  

２．申請資格要件次の条件をすべて満たしている者。  
１） 研究科博士課程の 2 年次以上に在学し、必要な研究指導を受けていること。※1  
２） 本研究科への入学後論文執筆資格審査の申請までの間に、所属専攻でおこなう研究に関連した業績

が 1 点以上あること。  

なおここでいう業績とは、国内外のレフリー制を有する学術専門誌またはそれに準ずる学術誌に投

稿し掲載された論文（掲載予定を含む。但し、学術専門誌等の出版者・編集者が発行する掲載予定

証明書の提出が必要）とする。  

３） 申請について指導教員の承諾を得ていること。  
―――――――――――  

※1〈春期〉の申請については、博士課程の３年次以上を対象とする。  
  

３．審査申請時期  

各年度 2 回 …〈春期〉5 月および〈秋期〉11 月  

※但し〈春期〉の申請は博士課程 3 年次以上を対象とする。  

  

□博士学位授与【第１次審査】  
１．学位授与第１次審査の目的・位置づけ  

この第 1 次審査は、学位請求論文の質的水準を高め、円滑な課程博士学位授与を促進するために設け

られたものであるが、学位授与申請（本審査）に提出予定の学位請求論文の完成原稿を提出しなければ

ならない。  
この第 1 次審査に申請し不合格だった者は、同審査に合格するまで申請を行わなければならない。 

（同審査に合格しなければ学位授与審査（本審査）を受けることができない。）  
 

２．申請資格要件次の条件のすべてを満たしていること。  

１） 論文執筆資格審査に合格していること。※1   

２） 本研究科博士課程在籍者については、3 年次以上に在学し、第 1 次審査申請日の属する学期末まで

の通算在学期間が 6 年以内であること。※2  本研究科博士課程を満期退学した者については、最

初に博士課程に入学した日から学位申請のために再入学した日の属する学期末までの期間が 6 年以

内(休学期間を含まず)であること。  

３） 本研究科への入学後から第 1 次審査の申請までの間に、所属専攻でおこなう研究に関連した業績が 

2 点以上あること。但し、うち 1 点は、本内規第 4 条第 3 号に規定する論文執筆資格審査の資格

要件として挙げた業績をもってあてることができるものとする。   
なおここでいう業績とは、国内外のレフリー制を有する学術専門誌またはそれに準ずる学術誌に

投稿し掲載された論文（掲載予定を含む。但し、学術専門誌等の出版者・編集者が発行する掲載予

定証明書の提出が必要）とする。   



 

４） 第 1 次審査の申請について指導教員の承諾を得ていること。  
――――――――――――――  

※1 満期退学した者は、１）の要件を免除する。  
※2〈春期〉の申請については、博士課程の４年次以上を対象とする。  
  

３．審査申請時期  

各年度 2 回 …〈春期〉4 月および〈秋期〉9 月  

※但し〈春期〉の申請は博士課程 4 年次以上を対象とする。  
  

□学位請求予定論文についての公開発表会  

１．公開発表会の目的・位置づけ  

本学では、課程博士の内規により、第１次審査の合格者は、原則として、本審査前に学位請求予定論

文の発表を行わなければなりません。（公開発表会は博士課程の 3専攻合同開催です。）  
この発表会の趣旨は、第１次審査合格者が、学位請求予定論文の要旨を発表し、参加者（本学教職

員・院生・研究生等）から出された質問・疑問・批判・助言等を受け、的確かつ誠実に答え、また、そ

れらを踏まえて論文を改善し、本審査に提出する学位請求論文の完成度を高めることにあります。  
  

□【博士学位授与審査】  
１．申請資格要件  

次の条件のすべてを満たしていること。  
１） 学位授与第 1 次審査に合格していること。※1  

２） 本研究科博士課程在籍者については、3 年次以上に在学し、博士学位授与審査申請日の属する学

期末までの通算在学期間が 6 年以内であること。  
本研究科博士課程を満期退学した者については、最初に博士課程に入学した日から学位申請 
のために再入学した日の属する学期末までの期間が 6 年以内(休学期間を含まず)であること。  

３） 学位申請について指導教員の承諾を得ていること。  
――――――――――――――――  

※1 当該学期（前期・後期）の第１次審査に限る。  

  
２．審査申請時期  

各年度 2 回 …〈春期〉7 月および〈秋期〉1 月  

※但し〈春期〉の申請は博士課程 4 年次以上を対象とする。  
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